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電
で ん ち

池について

電
で ん ぱ

波について

● 同
おな

じ周
しゅうはすう

波数のラジオコントロール製
せいひん

品を近
ちか

くで同
ど う じ

時に操
そ う さ

作すると、誤
ご

動
ど う さ

作の原
げんいん

因となります。

● ラジオコントロールカー以
い が い

外の障
しょうがい

害電
で ん ぱ

波が出
で

ているときにも誤
ご

動
ど う さ

作の原
げんいん

因となります。このとき、遊
あそ

ぶ場
ば し ょ

所を変
か

えるか時
じ か ん

間
をおいてください。

取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書

遊
あそ

ぶときの約
やくそく

束 ●本
ほんせいひん

製品は精
せいみつでんしかいろ

密電子回路や多
たすう

数のパーツを使
しよう

用しています。分
ぶんかい

解や改
かいぞう

造しないでください。
  ●毛

けあし

足の長
なが

いカーペットの上
うえ

では使
しよう

用しないでください。可
かどうぶ

動部にからまり、故
こしょう

障・破
はそん

損・ケガをするおそれがあります。
  ●ストーブの近

ちか

くなど火
かき

気のある温
おんど

度の高
たか

いところには置
お

かないでください。
  ●複

ふくすう

数で同
どうじ

時に遊
あそ

ぶときは、本
ほんたい

体同
どうし

士をぶつけあう遊
あそ

びはしないでください。故
こしょう

障の原
げんいん

因になります。

この取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書をよくお読
よ

みのうえ、正
ただ

しく安
あんぜん

全に遊
あそ

んでください。
お読

よ

みになったあとは、いつでも見
み

られる場
ばしょ

所に必
かなら

ず保
ほかん

管してください。

保
ほ ご し ゃ

護者の方
かた

へ　必
かなら

ずお読
よ

みください。
※ ここに示

しめ

した注
ちゅうい

意事
じこう

項は製
せいひん

品を安
あんぜん

全にお使
つか

いいただき、ご自
じしん

身や他
ほか

の人
ひとびと

々への危
きがい

害や損
そんがい

害を未
みぜん

然に防
ぼうし

止する
ためのものです。安

あんぜん

全に関
かん

する重
じゅうよう

要な内
ないよう

容ですので、必
かなら

ず守
まも

ってください。
《充

じゅうでんしきでんち

電式電池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》
●充

じゅうでん

電の方
ほうほう

法は、充
じゅうでんき

電器本
ほんたい

体の説
せつめい

明を絶
ぜったい

対に守
まも

ってください。
●ショートさせると大

だいでんりゅう

電流が流
なが

れ危
きけん

険です。絶
ぜったい

対にさけてください。
●分

ぶんかい

解・改
かいぞう

造・ハンダ付
づ

けしないでください。火
かさい

災、思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。
●水

みず

や火
ひ

の中
なか

にいれたり、加
かねつ

熱しないでください。火
かさい

災、思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。

《電
でんち

池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》
●＋－（プラスマイナス）を正

ただ

しくいれてください。
●ショートさせたり、充

じゅうでん

電、分
ぶんかい

解、加
かねつ

熱したり、水
みず

や火
ひ

の中
なか

にいれないでください。
●古

ふる

い電
でんち

池と新
あたら

しい電
でんち

池、いろいろな種
しゅるい

類の電
でんち

池をまぜて使
しよう

用しないでください。ショート、火
かさい

災の原
げんいん

因になります。
●万

まんいち

一、電
でんち

池からもれた液
えき

が目
め

にはいったときは、すぐに大
たいりょう

量の水
みず

で洗
あら

い、医
いし

師に相
そうだん

談してください。皮
ひ

ふや服
ふく

についた
ときは水

みず

で洗
あら

ってください。
●使

しようご

用後は必
かなら

ず本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチをO
オフ

FF にしてください。

《思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》
●本

ほんせいひん

製品は屋
おくない

内専
せんよう

用です。屋
おくがい

外では絶
ぜったい

対に使
しよう

用しないでください。正
せいじょう

常な操
そうさ

作ができなかったり、紛
ふんしつ

失、破
はそん

損するおそれ
があります。
●コントローラーのアンテナは無

むり

理に曲
ま

げないでください。アンテナが折
お

れて鋭
えいかく

角な部
ぶぶん

分でケガをするおそれがあります。
●可

かどうぶ

動部に指
ゆび

や髪
かみ

の毛
け

や衣
いふく

服などを巻
ま

き込
こ

まれないように注
ちゅうい

意してください。
●本

ほんたい

体やコントローラーの隙
すきま

間にピンや金
かなくぎ

釘などの異
いぶつ

物を入
い

れないでください。
●本

ほんたい

体可
かどうぶ

動部を無
むり

理に動
うご

かさないでください。故
こしょう

障・破
はそん

損・ケガをするおそれがあります。
●ぶつけたり、ふりまわすなど乱

らんぼう

暴な扱
あつか

いをしないでください。
●ガラスや家

かぐ

具などにぶつかりそうになったら操
そうさ

作をやめてください。破
はそん

損やケガをするおそれがあります。
●ラジオコントロールカー以

いがい

外の用
ようと

途では使
しよう

用しないでください。
●小

ちい

さな部
ぶひん

品があります。口
くち

の中
なか

に絶
ぜったい

対に入
い

れないでください。窒
ちっそく

息などの危
きけん

険があります。
●誤

ごいん

飲の危
きけん

険があります。対
たいしょうねんれい

象年齢未
みまん

満のお子
こさま

様には絶
ぜったい

対に与
あた

えないでください。

*　注 意（ちゅうい）

陸
りくじょう

上自
じ え い た い

衛隊1
ひとまる

0式
し き

戦
せ ん し ゃ

車 対
たいしょうねんれい

象年齢
6 歳

さいいじょう

以上

● 遊
あそ

んだあとは必
かなら

ず本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチをO
オ フ

FF にしてください。電
でんげん

源スイッチをO
オ フ

FF にし忘
わす

れると電
で ん き

気
が流

なが

れ、電
で ん ち

池が早
はや

く消
しょうもう

耗します。

● 電
で ん ち

池も休
やす

み時
じ か ん

間が必
ひつよう

要です。休
やす

み時
じ か ん

間を入
い

れると、連
れんぞく

続で遊
あそ

んだときよりも長
なが

く遊
あそ

ぶことができます。

● 電
で ん ち

池は一
い ち ど

度に全
ぜ ん ぶ

部新
あたら

しい電
で ん ち

池と交
こうかん

換してください。古
ふる

い電
で ん ち

池と新
あたら

しい電
で ん ち

池をまぜて使
つか

うと液
えき

もれの原
げんいん

因となります。

● 「時
じ か ん

間をおいて動
うご

かすと少
すこ

し動
うご

くが、すぐ止
と

まってしまう。」　これは電
で ん ち

池を休
やす

ませることにより、一
いちじてき

時的に電
で ん ち

池が回
かいふく

復するた
めです。全

ぜ ん ぶ

部新
あたら

しい電
で ん ち

池に交
こうかん

換してください。
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：音量小

：音量大

おんりょうしょう

おんりょうだい

セット内
ないよう

容と各
か く ぶ せ つ め い

部説明

取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書（本
ほんしょ

書）

仕
し よ う

様

！本
ほんしょ

書の説
せつめい

明・注
ち ゅ う い じ こ う

意事項を守
まも

らずに発
はっせい

生した故
こしょう

障や破
は そ ん

損は、保
ほ し ょ う き か ん な い

証期間内であっても有
ゆうりょうしゅうり

料修理となります！

■ 使
し よ う

用周
しゅうはすう

波数帯
たい

：40M
メガヘルツ

Hz
■ 操

そ う さ

作可
か の う

能距
き ょ り

離：屋
おくない

内約
やく

７m
■ アクション
戦
せんしゃ

車本
ほんたい

体：前
ぜんしん

進／後
こうしん

進・右
みぎせんかい

旋回／左
ひだりせんかい

旋回・右
みぎ

超
ちょうしんち

信地旋
せんかい

回／
左
ひだり

超
ちょうしんち

信地旋
せんかい

回・リコイル（反
はんどう

動）アクション
砲
ほう

　　塔
とう

：右
みぎせんかい

旋回／左
ひだりせんかい

旋回
砲
ほう

　　身
しん

：上
じょうげ

下
■ ライト：ヘッドライト点

てんとう

灯
※ 本
ほんたい
体の電

でんげん
源スイッチをO

オ ン
Nにすると点

てんとう
灯します。

■ サスペンション
■ サウンド：
①エンジンスタート音

おん

、②アイドリング音
おん

、③走
そうこうおん

行音、
④エンジンストップ音

おん

、⑤砲
ほうしん

身上
じょうげ

下音
おん

、⑥砲
ほうげきおん

撃音、⑦マシ
ンガン発

はっしゃおん

射音
※ ①、②、③、④は実

じっしゃ
車音
おんげん
源を使

しよう
用しています。

※ 砲
ほうとう
塔旋
せんかいおん
回音は鳴

な
りません。

※ ⑦は、サウンドO
オ ン
Nのときにマシンガンボタンを押

お
すと鳴

な
ります。

※ 本
ほんたい
体の電

でんげん
源スイッチでサウンドの大

だい
／小
しょう
を切

き
り替

か
えることがで

きます。

※ コントローラーのサウンドボタンでサウンドO
オ ン
N／O

オ フ
FF を切

き
り

替
か
えることができます。

※ サウンドO
オ ン
Nのときに約

やく
１分
ぷんかん
間放
ほうち
置するとサウンドは停

ていし
止しま

す。サウンドボタンをもう一
いちど
度押

お
すとサウンドが鳴

な
ります。

使
し よ う

用電
で ん ち

池

■ 本
ほんたい

体用
よう

電
で ん ち

池：単
たん

３形
がた

電
で ん ち

池×６本
ぼん

（別
べつう
売り）

※単
たん
3形
がた
充
じゅうでんしき
電式電

でんち
池も使

しよう
用できます。

■ 連
れんぞく

続走
そうこう

行時
じ か ん

間：約
やく

50分
ぷん

（アルカリ乾
かんでんち
電池使

しよう
用の場

ばあい
合）

■ コントローラー用
よう

電
で ん ち

池：単
たん

３形
がた

電
で ん ち

池×４本
ほん

（別
べつう
売り）

※単
たん
3形
がた
充
じゅうでんしき
電式電

でんち
池も使

しよう
用できます。

■ 連
れんぞく

続使
し よ う

用時
じ か ん

間：約
やく

８時
じ か ん

間

※連
れんぞくそうこうじかん
続走行時間、連

れんぞくしようじかん
続使用時間はあくまで目

めやす
安です。電

でんち
池メーカー、

路
ろめんじょうたい
面状態、走

そうこうほうほう
行方法などによって異

こと
なります。

※コントローラー用
よう
電
でんち
池が消

しょうもう
耗すると、パワーランプ（赤

あか
）が

消
しょうとう
灯して本

ほんたい
体を操

そうさ
作できなくなります。新

あたら
しい電

でんち
池に交

こうかん
換して

ください。

1

電
で ん ち

池について

電
で ん ぱ

波について

● 同
おな

じ周
しゅうはすう

波数のラジオコントロール製
せいひん

品を近
ちか

くで同
ど う じ

時に操
そ う さ

作すると、誤
ご

動
ど う さ

作の原
げんいん

因となります。

● ラジオコントロールカー以
い が い

外の障
しょうがい

害電
で ん ぱ

波が出
で

ているときにも誤
ご

動
ど う さ

作の原
げんいん

因となります。このとき、遊
あそ

ぶ場
ば し ょ

所を変
か

えるか時
じ か ん

間
をおいてください。

取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書

遊
あそ

ぶときの約
やくそく

束 ●本
ほんせいひん

製品は精
せいみつでんしかいろ

密電子回路や多
たすう

数のパーツを使
しよう

用しています。分
ぶんかい

解や改
かいぞう

造しないでください。
  ●毛

けあし

足の長
なが

いカーペットの上
うえ

では使
しよう

用しないでください。可
かどうぶ

動部にからまり、故
こしょう

障・破
はそん

損・ケガをするおそれがあります。
  ●走

そうこう

行には、水
すいへい

平で凸
おうとつ

凹のない路
ろめん

面、または短
みじか

いパイルのカーペットを選
えら

んでください。
  ●複

ふくすう

数で同
どうじ

時に遊
あそ

ぶときは、本
ほんたい

体同
どうし

士をぶつけあう遊
あそ

びはしないでください。故
こしょう

障の原
げんいん

因になります。

この取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書をよくお読
よ

みのうえ、正
ただ

しく安
あんぜん

全に遊
あそ

んでください。
お読

よ

みになったあとは、いつでも見
み

られる場
ばしょ

所に必
かなら

ず保
ほかん

管してください。

保
ほ ご し ゃ

護者の方
かた

へ　必
かなら

ずお読
よ

みください。
※ ここに示

しめ

した注
ちゅうい

意事
じこう

項は製
せいひん

品を安
あんぜん

全にお使
つか

いいただき、ご自
じしん

身や他
ほか

の人
ひとびと

々への危
きがい

害や損
そんがい

害を未
みぜん

然に防
ぼうし

止する
ためのものです。安

あんぜん

全に関
かん

する重
じゅうよう

要な内
ないよう

容ですので、必
かなら

ず守
まも

ってください。
《充

じゅうでんしきでんち

電式電池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》
●充

じゅうでん

電の方
ほうほう

法は、充
じゅうでんき

電器本
ほんたい

体の説
せつめい

明を絶
ぜったい

対に守
まも

ってください。
●ショートさせると大

だいでんりゅう

電流が流
なが

れ危
きけん

険です。絶
ぜったい

対にさけてください。
●分

ぶんかい

解・改
かいぞう

造・ハンダ付
づ

けしないでください。火
かさい

災、思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。
●水

みず

や火
ひ

の中
なか

にいれたり、加
かねつ

熱しないでください。火
かさい

災、思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。

《電
でんち

池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》
●＋－（プラスマイナス）を正

ただ

しくいれてください。
●ショートさせたり、充

じゅうでん

電、分
ぶんかい

解、加
かねつ

熱したり、水
みず

や火
ひ

の中
なか

にいれないでください。
●古

ふる

い電
でんち

池と新
あたら

しい電
でんち

池、いろいろな種
しゅるい

類の電
でんち

池をまぜて使
しよう

用しないでください。ショート、火
かさい

災の原
げんいん

因になります。
●万

まんいち

一、電
でんち

池からもれた液
えき

が目
め

にはいったときは、すぐに大
たいりょう

量の水
みず

で洗
あら

い、医
いし

師に相
そうだん

談してください。皮
ひ

ふや服
ふく

についた
ときは水

みず

で洗
あら

ってください。
●使

しようご

用後は必
かなら

ず本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチをO
オフ

FF にしてください。

《思
おも

わぬ事
じこ

故、ケガの原
げんいん

因になります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》
●本

ほんせいひん

製品は屋
おくない

内専
せんよう

用です。屋
おくがい

外では絶
ぜったい

対に使
しよう

用しないでください。正
せいじょう

常な操
そうさ

作ができなかったり、紛
ふんしつ

失、破
はそん

損するおそれ
があります。

●コントローラーのアンテナは無
むり

理に曲
ま

げないでください。アンテナが折
お

れて鋭
えいかく

角な部
ぶぶん

分でケガをするおそれがあります。
●可

かどうぶ

動部に指
ゆび

や髪
かみ

の毛
け

や衣
いふく

服などを巻
ま

き込
こ

まれないように注
ちゅうい

意してください。
●本

ほんたい

体やコントローラーの隙
すきま

間にピンや金
かなくぎ

釘などの異
いぶつ

物を入
い

れないでください。
●本

ほんたい

体可
かどうぶ

動部を無
むり

理に動
うご

かさないでください。故
こしょう

障・破
はそん

損・ケガをするおそれがあります。
●ぶつけたり、ふりまわすなど乱

らんぼう

暴な扱
あつか

いをしないでください。
●ガラスや家

かぐ

具などにぶつかりそうになったら操
そうさ

作をやめてください。破
はそん

損やケガをするおそれがあります。
●ラジオコントロールカー以

いがい

外の用
ようと

途では使
しよう

用しないでください。
●小

ちい

さな部
ぶひん

品があります。口
くち

の中
なか

に絶
ぜったい

対に入
い

れないでください。窒
ちっそく

息などの危
きけん

険があります。
●誤

ごいん

飲の危
きけん

険があります。対
たいしょうねんれい

象年齢未
みまん

満のお子
こさま

様には絶
ぜったい

対に与
あた

えないでください。

　注 意（ちゅうい）

陸
りくじょう

上自
じ え い た い

衛隊10式
し き

戦
せ ん し ゃ

車 対
たいしょうねんれい

象年齢
6 歳

さいいじょう

以上

● 遊
あそ

んだあとは必
かなら

ず本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチをO
オ フ

FF にしてください。電
でんげん

源スイッチをO
オ フ

FF にし忘
わす

れると電
で ん き

気
が流

なが

れ、電
で ん ち

池が早
はや

く消
しょうもう

耗します。

● 電
で ん ち

池も休
やす

み時
じ か ん

間が必
ひつよう

要です。休
やす

み時
じ か ん

間を入
い

れると、連
れんぞく

続で遊
あそ

んだときよりも長
なが

く遊
あそ

ぶことができます。

● 電
で ん ち

池は一
い ち ど

度に全
ぜ ん ぶ

部新
あたら

しい電
で ん ち

池と交
こうかん

換してください。古
ふる

い電
で ん ち

池と新
あたら

しい電
で ん ち

池をまぜて使
つか

うと液
えき

もれの原
げんいん

因となります。

● 「時
じ か ん

間をおいて動
うご

かすと少
すこ

し動
うご

くが、すぐ止
と

まってしまう。」　これは電
で ん ち

池を休
やす

ませることにより、一
いちじてき

時的に電
で ん ち

池が回
かいふく

復するた
めです。全

ぜ ん ぶ

部新
あたら

しい電
で ん ち

池に交
こうかん

換してください。

1/24スケール
ラジオコントロール メインバトルタンク

屋
おくない

内
専
せんよう

用

コントローラー用
よう

アンテナ

本
ほんたい

体正
しょうめん

面／裏
うらめん

面

コントローラー正
しょうめん

面／裏
うらめん

面

電
でんげん
源スイッチ

砲
ほうとう

塔左
ひだりせんかい

旋回ボタン

砲
ほうげき
撃ボタン

砲
ほうとう

塔右
みぎせんかい

旋回ボタン

- 矢
やじるし

印部
ぶ ぶ ん

分には絶
ぜったい

対に指
ゆび

を入
い

れな
いでください。指

ゆび

をまきこまれ
ケガをするおそれがあります。

サウンドボタンを押
お

すとサウンドが鳴
な

ります。もう一
い ち ど

度押
お

すと消
しょうおん

音モードに
なります。

サウンドボタン

マシンガンボタンを押
お

すとマシンガン
発
はっしゃおん

射音が鳴
な

ります。（サウンドO
オ ン

Nの
ときのみ）

マシンガンボタン

● 本
ほんたい

体：１機
き

● コントローラー：１台
だい

● コントローラー用
よう

アンテナ：１本
ぽん

● 取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書（本
ほんしょ

書）：１冊
さつ

※実
じっさい

際の商
しょうひん

品と図
ず

は多
たしょう

少異
こと

なります。

電
でんげん
源スイッチ

左
ひだり
レバー

砲
ほうしん
身上
じょうげ
下ボタン

パワーランプ（赤
あか

）

右
みぎ
レバー

電
で ん ち

池カバー

砲
ほうとう
塔砲

ほうしん
身

ヘッドライト

電
でんち
池カバーロック
電
でんち
池カバー

環
かんきょう

境センサー（ダミー）
手
しゅどう

動で起
お

こしてください。
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3

① 本
ほんたい

体裏
うらめん

面の電
でんげん

源スイッチがO
オ フ

FF
になっていることを確

かくにん

認します。

② 本
ほんたい

体裏
うらめん

面の電
で ん ち

池カバーロック
を矢

やじるし

印の方
ほうこう

向に回
まわ

してロック
をはずし、電

で ん ち

池カバーをはず
します。

③ 単
たん

3形
がた

電
で ん ち

池６本
ぼん

を、＋－ (プ
ラス マイナス ) が図

ず

と同
おな

じ
になるように正

ただ

しくセット
します。

④ 電
で ん ち

池カバーを取
と

り付
つ

け、電
で ん ち

池
カバーロックを矢

やじるし

印の方
ほうこう

向に
回
まわ

してロックします。

コントローラー用
よう

アンテナの取
と

り付
つ

け・取
と

り外
はず

し

コントローラーに電
で ん ち

池をセットする

① コントローラーの電
でんげん

源ス
イッチがO

オ フ

FF になっている
ことを確

かくにん

認します。

② コントローラー裏
うらめん

面の電
で ん ち

池
カバーのネジをプラスドラ
イバーでゆるめ、電

で ん ち

池カバー
を開

あ

けます。

③ 単
たん

3形
がた

電
で ん ち

池4本
ぼん

を、＋－ (プ
ラス マイナス ) が図

ず

と同
おな

じ
になるように正

ただ

しくセット
します。

④ 電
で ん ち

池カバーを取
と

り付
つ

け、プ
ラスドライバーでネジをし
めます。

※コントローラー用
よう
電
でんち
池が消

しょうもう
耗すると、パワーランプ（赤

あか
）が消

しょうとう
灯し

て本
ほんたい
体を操

そうさ
作できなくなります。新

あたら
しい電

でんち
池に交

こうかん
換してください。

本
ほんたい

体に電
で ん ち

池をセットする

アンテナの取
と

り付
つ

け
図
ず

のようにアンテナを矢
やじるし

印の
方
ほうこう

向に回
まわ

しながら、奥
おく

まで
しっかり取

と

り付
つ

けます。

アンテナの取
と

り外
はず

し方
かた

図
ず

のようにアンテナを矢
やじるし

印の
方
ほうこう

向に回
まわ

して取
と

り外
はず

します。

アンテナ折
お

れを防
ふせ

ぐために
伸
の

ばしたアンテナを縮
ちぢ

めるときは下
げ だ ん

段から順
じゅん

に縮
ちぢ

め
てください。先

せんたん

端を押
お

して縮
ちぢ

めないでください。

オートカットオフ
・ 本

ほんたい

体は電
でんげん

源スイッチをO
オン

Nにしたまま約
やく

10分
ぷん

放
ほ う ち

置すると、オートカットオフ機
き の う

能がはたらき操
そ う さ

作ができなくなります。
電
でんげん

源スイッチをO
オ フ

FF にして再
さ い ど

度O
オン

Nにするとオートカットオフ機
き の う

能は解
かいじょ

除されます。
・ モーターの温

お ん ど

度が高
こうおん

温になると、保
ほ ご

護回
か い ろ

路がはたらき本
ほんたい

体が突
とつぜん

然停
て い し

止することがあります。このようなときは電
でんげん

源スイッ
チをO

オ フ

FF にして15分
ふん

程
て い ど

度時
じ か ん

間をおいてください。
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4

① コントローラーのアンテナ
をのばし、電

でんげん

源スイッチを
O
オ ン

Nにします。パワーランプ
（赤

あか

）が点
てんとう

灯します。

② 本
ほんたい

体裏
うらめん

面の電
でんげん

源スイッチを
O
オ ン

Nにします。ヘッドライト
が点

てんとう

灯します。
※サウンドの大

だい
／小
しょう
を選
えら
べます。

ON（VOL.L） ：音
おんりょう
量 小

しょう

ON（VOL.H） ：音
おんりょう
量 大

だい

③ コントローラーのサウン
ド（SOUND ON/OFF）ボ
タンを押

お

すとアクションに
連
れんどう

動したサウンドが鳴
な

りま
す。もう一

い ち ど

度押
お

すと消
しょうおん

音モー
ドになります。
※ サウンドO

オ ン
Nのときに約

やく
１分
ぷんかん
間放
ほうち
置するとサウンドは停

ていし
止します。

操
そ う さ

作方
ほうほう

法

前　進
ぜんしん

後　進
こうしん

左
さ ゆ う

右両
りょうほう

方のレバーを上
うえ

に倒
たお

します。 左
さ ゆ う

右両
りょうほう

方のレバーを下
した

に倒
たお

します。

左旋回
ひだりせんかい

右旋回
みぎせんかい

右
みぎ

レバーを上
じょうげ

下どちらかに倒
たお

します。 左
ひだり

レバーを上
じょうげ

下どちらかに倒
たお

します。

左超信地旋回
ひだりちょうしんちせんかい

左
ひだり

レバーを下
した

に右
みぎ

レバーを
上
うえ

に倒
たお

します。

右超信地旋回
みぎちょうしんちせんかい

右
みぎ

レバーを下
した

に左
ひだり

レバーを
上
うえ

に倒
たお

します。
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5

操
そ う さ

作方
ほうほう

法

砲塔左旋回
ほうとうひだりせんかい

砲
ほうとう

塔左
ひだり

旋
せんかい

回ボタン（TURRET LEFT）を押
お

すと、砲
ほうとうぶ

塔部が
図
ず

のように左
ひだり

へ約
やく

180度
ど

旋
せんかい

回します。

砲塔右旋回
ほうとうみぎせんかい

砲
ほうとう

塔右
みぎ

旋
せんかい

回ボタンを押
お

すと（TURRET RIGHT）、砲
ほうとうぶ

塔部が
図
ず

のように右
みぎ

へ約
やく

180度
ど

旋
せんかい

回します。

リコイルアクション

①②

砲
ほうげき

撃（CANNON）ボタンを押
お

すと図
ず

のように車
しゃたい

体が前
ぜ ん ご

後に
揺
ゆ

れます。

砲身上下
ほうしんじょうげ

砲
ほうしん

身上
じょうげ

下（BARREL UP/DOWN）ボタンを押
お

し続
つづ

けると、
図
ず

のように砲
ほうしん

身が上
じょうげ

下に動
うご

きます。

※ サウンドO
オ ン
Nのときでも砲

ほうとう
塔旋
せんかいおん
回音は鳴

な
りません。

※ サウンドO
オ ン
Nのときでも砲

ほうとう
塔旋
せんかいおん
回音は鳴

な
りません。
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6

保
ほ か ん

管に関
かん

する注
ちゅうい

意！

- 火
か き

気の近
ちか

く、直
ちょくしゃにっこう

射日光のあたる場
ば し ょ

所、高
こうおんたしつ

温多湿にな
る場

ば し ょ

所、車
くるま

の中
なか

では保
ほ か ん

管しないでくさい。ショート、
過
か ね つ

熱、発
は っ か

火、火
か さ い

災の原
げんいん

因になります。

+ かならず本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをO
オフ

FF にして、電
で ん ち

池をは
ずしてください。

遊
あそ

んだあとは

① コントローラーの電
でんげん

源スイッ
チを O

オフ

FF にします。パワー
ランプ（赤

あか

）が消
き

えているこ
とを確

かくにん

認して電
で ん ち

池とアンテナ
をはずします。

② 本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをO
オフ

FF にし
ます。ヘッドライトが消

き

えてい
ることを確

かくにん

認して電
で ん ち

池をはずし
ます。

操
そ う さ

作に関
かん

する注
ちゅうい

意！

- 毛
け あ し

足の長
なが

いカーペットの上
うえ

では使
し よ う

用しないでください。
可
か ど う ぶ

動部にからまり故
こしょう

障・破
は そ ん

損・ケガをするおそれがあり
ます。

- 砲
ほうしん

身や本
ほんたい

体が家
か ぐ

具などにぶつかったらすぐに操
そ う さ

作をや
めてください。故

こしょう

障・破
は そ ん

損・ケガの原
げんいん

因になります。

- 可
か ど う ぶ

動部を無
む り

理に動
うご

かしたり固
こ て い

定したりしないでくださ
い。故

こしょう

障・破
は そ ん

損・ケガをするおそれがあります。

- 本
ほんたい

体が倒
たお

れたり落
ら っ か

下してしまう場
ば し ょ

所で使
し よ う

用しないでくだ
さい。砲

ほうしん

身や砲
ほうとう

塔部
ぶ

の部
ぶ ひ ん

品が破
は そ ん

損するおそれがあります。

+ キャタピラベルトがはずれたら、すぐにベルトをはめ直
なお

してください。故
こしょう

障・破
は そ ん

損の原
げんいん

因になります。

● 同
おな

じ操
そ う さ

作を45秒
びょうかん

間続
つづ

けるとその操
そ う さ

作はできなくなりま
す。別

べつ

の操
そ う さ

作をしてください。

（例
れい

）45秒
びょうかん

間前
ぜんしん

進し続
つづ

けるなど

マシンガン発射音
はっしゃおん

操
そ う さ

作方
ほうほう

法

マシンガン（GUN）ボタンを押
お

すとマシンガン発
はっしゃおん

射音
が鳴

な

ります。

※ サウンドO
オ フ
FF のときにマシンガンボタンを押

お
しても、マシ

ンガン発
はっしゃおん
射音は鳴

な
りません。
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状
じょうたい
態 原

げんいん
因 直

なお
し方
かた

参
さんしょう
照ページ

本
ほんたい
体が動

うご
かない。 本

ほんたい
体またはコントローラーの電

でんち
池の＋－（プラスマ

イナス）が正
ただ
しくセットされていない。

電
でんち
池を正

ただ
しくセットし直

なお
してください。 ３ページ

本
ほんたい
体またはコントローラーの電

でんち
池が消

しょうもう
耗している。 すべて新

あたら
しい電

でんち
池と交

こうかん
換してください。 ３ページ

本
ほんたい
体またはコントローラーの電

でんげん
源スイッチがO

オ フ
FF に

なっている。
本
ほんたい
体またはコントローラーの電

でんげん
源スイッ

チをO
オ ン
Nにしてください。

４ページ

オートカットオフ機
きのう
能がはたらいている。 本

ほんたい
体の電

でんげん
源スイッチをO

オ フ
FF にして、再

さいど
度

O
オ ン
Nにしてください。

３ページ

走
そうこうちゅう
行中に突

とつぜん
然停
ていし
止した。 モーターの温

おんど
度が高

こうおん
温になり保

ほ ご
護回
かいろ
路がはたらいた。 15分

ふん
程
ていど
度時
じかん
間をおいてください。 ー

本
ほんたい
体が勝

かって
手に動

うご
く。操

そうさ
作

ができない。
本
ほんたい
体またはコントローラーの電

でんち
池が消

しょうもう
耗している。 すべて新

あたら
しい電

でんち
池と交

こうかん
換してください。 ３ページ

近
ちか
くで同

おな
じ周
しゅうはすう
波数のラジオコントロール製

せいひん
品が操

そうさ
作

されている。
場
ばしょ
所を変

か
えるか、時

じかん
間を置

お
いてください。 １ページ

障
しょうがい
害電

でんぱ
波を受

う
けて誤

ご さ ど う
作動している。 場

ばしょ
所を変

か
えるか、時

じかん
間を置

お
いてください。 １ページ

キャタピラベルトがはずれている。 キャタピラベルトを取
と
り付

つ
けてください。 ー

各
かくしゅ
種サウンドが鳴

な
らない。 消

しょうおん
音モードになっている。 サウンドボタンを押

お
してください。

※砲
ほうとう
塔旋
せんかいおん
回音は鳴

な
りません。

２ページ

故
こしょう

障かなと思
おも

う前
まえ

に

故障内容調査表
かならず下記にご記入または該当事項に○印を付けてください。
(1) 使い始めてからどの位で故障しましたか。
 イ．1週間以内　　　　ロ．その他　　　　日位
(2) 電池が消耗していないかどうか調べましたか。
 イ．はい　　　　ロ．いいえ
(3) 故障内容を具体的にご記入ください。
 例／●コントローラーを操作しても全く動かなくなった。
 　　●前進しなくなった。

故障内容記入欄

【保証規定】
1. 正常なご使用状態において製造上の不備により故障したときは、お買い上
げ日から１ヶ月無料にて修理いたします。

2. 次のようなときは、保証期間内でも有料修理となります。
●保証書の提示がないとき。
●お客様のご使用上の誤りで発生した故障や破損。
●不当な修理や改造による故障や破損。
●お買い上げ後の輸送・移動・落下・水没等による故障や破損。
●本保証書の所定事項の未記入、あるいは字句を書き換えられたとき。

3. 保証書にお買い上げ店名の捺印・お買い上げ月日の記載のないときは、保
証いたしかねます。

4. この保証書は日本国内においてのみ有効です。

This warranty shall be valid only within Japan.
お願い
●修理品ご発送の前に、本体とコントローラーの電池が消耗していないかか
ならずお調べください。

●修理品の発送時には、本体とコントローラーの電池をかならずはずしてく
ださい。

7
キリトリせん

※サービスセンターに修
しゅうりひん

理品・別
べ つ う

売りパーツのご発
はっちゅう

注をいただいてからお客
きゃくさま

様に発
はっそう

送するまで、通
つうじょう

常10～ 14日
か

ほどかか
ります。年

ねんまつねんし

末年始・ゴールデンウィークなど、時
じ き

期によっては混
こ

み合
あ

いさらに日
にっすう

数がかかるときがあります。あらかじめ
ご了
りょうしょう

承ください。

保
ほしょうしょ

証書について
かならず「お買

か

い上
あ

げ年
ねんがっぴ

月日・店
てんめい

名」などの記
きにゅう

入をお確
たし

かめになり、保
ほしょうしょ

証書の内
ないよう

容をよくお読
よ

みの上
うえ

、大
たいせつ

切に保
ほ か ん

管してください。

保
ほしょう

証期
きかんちゅう

間中の修
しゅうり

理について
保
ほしょう

証期
きかんちゅう

間中に修
しゅうり

理を依
い ら い

頼されるときは、もう一
い ち ど

度取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書７ページの「故
こしょう

障かな？と思
おも

う前
まえ

に」をよくご確
かくにん

認ください。
それでも異

いじょう

常があるときは、【株
かぶしきがいしゃ

式会社 シー・シー・ピー　サービスセンター】へ必
ひつようじこう

要事項を記
きにゅう

入した保
ほしょうしょ

証書をそえて製
せいひん

品を
お送

おく

りください。

保
ほしょうきかん

証期間経
け い か ご

過後の修
しゅうり

理について
保
ほしょうきかん

証期間経
け い か ご

過後に修
しゅうり

理を依
い ら い

頼されるときは、【株
かぶしきがいしゃ

式会社 シー・シー・ピー　サービスセンター】にご相
そうだん

談ください。修
しゅうり

理によ
り製

せいひん

品の機
き の う

能が維
い じ

持できるときには、お客
きゃくさま

様のご要
ようぼう

望により有
ゆうりょう

料にて修
しゅうり

理を承
うけたまわ

ります。
●修

しゅうりひん

理品発
はっそう

送の前
まえ

に、本
ほんたい

体とコントローラーの電
で ん ち

池が消
しょうもう

耗していないかかならずお調
しら

べください。
●修

しゅうりひん

理品のご発
はっそうじ

送時には、本
ほんたい

体とコントローラーの電
で ん ち

池をかならずはずしてください。

アフターサービスについて
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INS-XQTK24-10-CCP
2011.01〒111-0043　東京都台東区駒形2-5-4　http://www.ccp-jp.com

MBT　陸上自衛隊10式戦車　保証書　XQTK24-10

ご氏名 TEL 　　　－　　　－

ご住所

〒

お買い上げ日 　年　　　　　月　　　　　日

販売店名

キリトリせん

保証期間

１ヶ月

株式会社 シー・シー・ピー
サービスセンター
〒135-0064東

とうきょうと

京都江
こうとうく

東区青
あおみ

海3-2-17
ワールド流

りゅうつう

通センター A棟
とう

 ユニエックス倉
そうこ

庫内
ない

TEL： 03- 3527- 8866
電話受付時間：月～金曜日（祝祭日は除く）
9:30～ 12:00／ 13:00～ 17:00

購
こうにゅうほうほう

入方法：郵
ゆうそう

送でお申
もう

し込
こ

みください。

パーツ名
めい

単
た ん か

価 (消
しょうひぜい

費税・送
そうりょうこみ

料込 )

1／ 24スケールMBTコントローラー用
よう

アンテナ ¥500

お送
おく

りいただくもの : 郵
ゆうびんていがくこがわせ

便定額小為替とご注
ちゅうもんしょ

文書

※普
ふつうゆうびん

通郵便で株
かぶしきがいしゃ

式会社シー・シー・ピー　サービスセンターへお送
おく

りください。

郵
ゆうびんていがくこがわせ

便定額小為替 : 郵
ゆうびんきょく

便局で代
だいきんぶんげんきん

金分現金を普
ふ つ う ゆ う び ん こ が わ せ

通郵便小為替または郵
ゆうびんていがくこがわせ

便定額小為替に換
か

えて同
どうふう

封してください。
 普
ふ つ う ゆ う び ん こ が わ せ

通郵便小為替または郵
ゆうびんていがくこがわせ

便定額小為替には何
なに

も記
き さ い

載せず、切
き

り取
と

らずにお送
おく

りください。

※ 詳
くわ

しくは郵
ゆうびんきょく

便局窓
まどぐち

口でお問
と

い合
あ

わせください。発
はっこうがく

行額に応
おう

じて手
てすうりょう

数料がかかります。あらかじめ
ご了
りょうしょう

承ください。

ご 注
ち ゅ う も ん し ょ

文 書 : ご希
き ぼ う

望のパーツ名
めい

、数
すうりょう

量、お客
きゃくさま

様のご氏
し め い

名、ご住
じゅうしょ

所、郵
ゆうびんばんごう

便番号、電
でんわばんごう

話番号をご記
きにゅう

入いただいたメモ
をお送

おく

りください。

 ご記
きにゅう

入もれがある場
ば あ い

合、弊
へいしゃ

社より商
しょうひん

品をお送
おく

りできなかったり、ご連
れんらく

絡を差
さ

し上
あ

げることがで
きないことがあります。必

かなら

ずご記
きにゅう

入をお願
ねが

いします。

商
しょうひん

品の故
こしょう

障に関
かん

してのお問
と

い合
あ

わせ、修
しゅうりひん

理品発
はっそう

送、別
べ つ う

売りパーツご注
ちゅうもんしょ

文書の発
はっそう

送は下
か き

記サービスセンターへお願
ねが

いします。

〒135-0064　東
とうきょうと

京都江
こうとうく

東区青
あ お み

海3-2-17ワールド流
りゅうつう

通センター A棟
とう

 ユニエックス倉
そ う こ

庫内
ない

　TEL：03-3527-8866
電
で ん わ

話受
うけつけ

付時
じ か ん

間：月
げつ

～金
きんようび

曜日（祝
しゅくさいじつ

祭日は除
のぞ

く）  9:30～ 12:00／ 13:00～ 17:00
※電
でんわばんごう
話番号をよくお確

たし
かめのうえ、お間

まちが
違いのないようにご注

ちゅうい
意ください。

株
かぶしきがいしゃ

式会社 シー・シー・ピー　サービスセンター

別
べ つ う

売りパーツについて
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